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式辞を述べる横田部長

功労者､来賓らの胸には手作りのコサージユが癒さます

蝋

憲
騨

帥
年
を
振
り
返
り
厳
か
に
か
つ
盛
大
に

記
念
式
典
が
開
催
言
れ
ま
し
た

卜

h 

0 

弾
正
原
さ
ん
の
生
け
た
花
で
一
段
と
華
や
か
に
；

功労志には感謝状と記念品が..，

鶏十
一
月
十
一
日
、
町
内
寿
宴
に
於
い
て
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
女
性
部
の
創
立
五
十
周
年
記

念
式
典
が
、
部
員
・
来
賓
な
ど
合
わ
せ
百
六
十
人
強
の
参
加
を
も
っ
て
慌
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

三
年
が
か
り
で
記
念
式
典
の
た
め
に
、

役
員
ら
準
備
委
輿
の
〃
々
に
よ
っ
て
企
阿
・

述
常
さ
れ
、
準
備
委
貝
会
を
数
度
と
な
く

聞
き
、
式
典
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

記
念
誌
の
発
行
・
記
念
事
業
の
実
施
〈
五

月
に
奉
仕
活
動
を
実
施
済
）
・
記
念
品
の
選

定
・
来
賓
ら
に
付
け
る
手
作
り
コ
サ
ー
ジ

ュ
な
ど
、
女
性
部
な
ら
で
は
の
温
か
さ
を

演
出
す
る
べ
く
こ
の
Ⅱ
に
至
り
ま
し
た
。

当
Ⅱ
は
す
こ
ぶ
る
晴
天
の
下
、
女
性
部

員
余
百
六
１
人
の
う
ち
八
割
が
出
席
と
い

￣ 

【＆ 白
・
『

劇'画一

う
、
そ
の
参
加
数
か
ら
部
只
そ
れ
ぞ
れ
の

几
十
周
年
に
対
す
る
意
識
の
商
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

式
典
は
金
卜
副
部
長
の
総
合
司
会
で
、

Ⅱ
卜
年
の
歴
史
の
中
で
活
躍
さ
れ
た
女
性

部
員
物
故
者
へ
の
黙
臓
に
始
ま
り
、
横

川
純
子
部
長
の
式
辞
は
、
Ｌ
１
年
と
い
う

時
代
背
紫
と
も
に
あ
る
女
性
活
動
並
び
に

こ
の
五
十
周
年
を
機
に
、
部
貝
そ
れ
ぞ
れ

の
意
識
変
換
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
代

に
き
て
い
る
な
ど
厳
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
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俵橋地区の｢ヒゲダンス

く
武
佐
地
区
の

『
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」

第
二
俣
落
地
区
の

「
五
十
周
年
お
祝
い
ダ
ン
ス
」
▼
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当韓地区の｢幼なじみ･体操」

、

ｒｇ－Ｃ￣● 

ＪＡ中標鑿女性部創立50周年記急式輿
武佐地区の｢おニさ茄一

に
練
習
が
行
わ
れ
て
き
た
総
刀
が
お
披
露
て
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

Ｈ
さ
れ
る
時
間
で
す
。
各
地
区
分
け
で
歌

Ｉ
Ｊ
Ａ
中
標
津
女
性
部
創
立
五
十
周
年

卜
周
年
に
か
け
て
、
各
地
区
ご
と
に
密
か
笑
顔
で
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
怖
々
輝
い

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
巾
炎
室
平
山
雅
彦
支
所
長
の
れ
、
弾
服
原
副
部
優
の
閉
会
挨
拶
・
藤
井

乾
杯
に
よ
り
祝
賀
会
が
始
ま
り
、
ア
ト
ラ
美
智
夫
副
組
合
長
の
万
歳
三
岨
で
散
会
と

れ
ま
で
の
女
性
活
動
の
古
き
懐
か
し
き
写
し
た
。

其
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
部
員
等
の
若

宴
は
終
盤
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
十
一
年

き
頃
の
映
像
に
会
場
も
和
み
、
式
典
が
終
と
長
き
に
わ
た
り
ご
功
労
い
た
だ
い
た
横

ｒ
し
ま
し
た
。

田
部
長
が
、
規
約
改
正
に
よ
り
へ
１
期
で
部

減耗泳が繩缶以蝿紳岼醗洲鋤舩癖句桂鍛、升桝礒三麩一と”肱録剛縢辨は罰郊一

に
踊
り
に
演
奏
に
と
、
艦
り
だ
く
さ
ん
の
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
～

リ
で
過
ご
し
ま
し
た
。

ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
ひ
と
と
き
を
、
テ
ー
プ
な
り
ま
し
た
。

ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
功
労
希
１
会
場
は
笑
い
の
ど
つ
ぼ
と
化
し
て
お

を
代
表
し
て
洲
井
拓
子
さ
ん
よ
り
（
丘
代
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
個
性
溢
れ
る
部

日
部
長
）
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
貝
が
多
い
こ
と
、
活
気
あ
る
組
織
で
あ
る

の
後
、
「
価
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
、
こ
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
一
時
で
も
あ
り
ま

続
い
て
、
五
人
の
来
賓
祝
辞
を
頂
戴
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
中
に
は
恥
じ
ら
い
や
知

ル
一
杯
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
と
お
し
ゃ
く

Ⅱ
１
周
年
を
節
Ⅱ
に
活
動
の
原
点
に
返

続
い
て
祝
僻
杏
が
同
会
場
で
進
め
ら
れ
、
長
任
期
を
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
女
性
部

こ
こ
か
ら
が
部
員
皆
さ
ん
の
本
番
！
（
笑
）
貝
一
同
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

さ
て
、
い
よ
い
よ
部
員
み
な
さ
ん
が
瓦
部
員
皆
さ
ん
自
身
が
、
家
族
が
、
地
域
が
、

～ 

開鴎地区のペープサート
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Ｈ
０
０
０
日
■
Ｈ
１
●
一

多 リ
、
災
な
る
組
織
の
活
性
化
を
Ｈ
指
し
、

露
夛

中標Ｉ

一

鵠
上品

“_、

カラオケで熱唱する遠藤英智子さん(俣落）

８ 

遇＆輌
諏
科
陸

香
山
リ
サ

費
及
興

西川旱濟一一

逗
慰

牢
詞
奮
奎

弁
護
士

蕾
祷
鰐
子

蔬
鵬
霊

大正琴を奏でる俣落地区
笠原さんと渡辺さん

中標;$Ｉ地区の真実味遭れる｢人生相談語２俣落地区のコーラフ
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艫
露
H券
三二

Ｊ 茄さ一一一の■５ の区地

〔「続いて、五人の来賓祝辞を頂戴したプログラムで、中には恥じらいや知のちに、役貝及び事務局功労者の炎性・教養などをかなぐり捨てたかの杉が行われ、感謝状と記念品がそれような？（笑）演目が側、押しとなぞれ手渡されました。また、功労希り、会場は笑いのどつぼと化しておを代表して柄井拓子さんより（丘代りました。こんなにも個性溢れる部日部長）謝辞が述べられました。そ貝が多いこと、活気ある組織であるの後、「通十年のあゆみ」と題し、こことが再確認された一時でもありまれまでの女性活動の古き懐かしき写した。真の映像が映し出され、部員等の若宴は終盤となり、これまで十．年き頃の映像に会場も和み、式典が終と長きにわたりご功労いただいた横
会‐やしました。

川部長が、規約改正により今期で部続いて祝僻杏が同会場で進められ、長任期を満了することから、女性部一三からが部員皆さんの本番！（笑）貝．同より感謝状と記念品が手渡さ』Ａ北海道中巾炎室平山雅彦支所長のれ、弾服原副部長の閉会挨拶・藤井乾杯により祝賀会が始まり、アトラ美智火副組合長の万歳翼岨で散会とクションまでのひとときを、テープなりました。ル．杯に並べられた料理とおしゃくⅡ１周年を節Ⅱに活動の原点に返
りで過ごしました。

リ、災なる組織の活性化をＨ指し、さて、いよいよ部員みなさんが孔部員皆さん自身が、家族が、地域が、十周年にかけて、各地区ごとに密か笑顔で元気でいられるよう恭々輝いに練習が行われてきた総刀がお披露ていって欲しいものです。Ｈされる時間です。各地区分けで歌ＩＪＡ中標津女性部創立Ⅱ卜周年に踊りに演奏にと、盛りだくさんのおめでとうございます！～
織溢化#111てら
で`れししたい

l）あるてとかや
まる部おなの知蕊圧溌》

岡
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各
支
部
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
掘
り
さ
げ
て

入
会
は
十
一
月
号
で
農
協
だ
よ
り
の
炎

織
員
ま
を

紙
を
飾
っ
た
、
長
正
路
健
一
科
の
司
会
に

組
委
ざ
果

よ
り
進
行
し
ま
し
た
。
大
会
委
艮
長
を
務

・
究
ま
成

政
研
さ
習

め
た
私
の
附
会
貸
言
で
始
ま
り
、
来
蛮
の

農
織
、
学

弊
及
セ
ン
タ
ー
広
瀬
所
艮
の
挨
拶
、
高
橋
勝

回
組
部
だ

１
．
支
ん

鑓
組
合
長
の
基
調
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

驍
政
各
組
・

約
一
一
十
分
の
講
演
で
は
、
「
若
い
時
に
は
内

ｊ
農
・
り
た

分
の
白
山
に
出
来
る
お
金
が
誰
で
も
少
な

卦
識
唾
”
熱

い
も
の
。
私
も
そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中

鵬
青
ま
年
い

夜
、
れ
半
競

で
も
、
青
年
部
の
活
動
で
符
外
に
出
た
時

、
が
わ
ら
を

に
は
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
り

側
会
行
か
位

日
大
で
春
順

し
て
宿
泊
謎
を
ケ
チ
リ
、
全
道
の
仲
間
達

打
表
催
で
、

と
交
流
す
る
灘
用
を
捻
出
し
、
様
々
な
議

月
発
主
容
し

論
を
し
て
き
た
の
は
、
今
の
自
分
に
も
生

Ⅱ
究
の
内
表

研
会
な
発

か
さ
れ
て
い
る
大
切
な
財
産
で
あ
る
」
と

話
さ
れ
、
若
い
時
の
胖
労
、
活
動
の
ピ
ン

〆￣ｑ

層壷=弓＝､ 

劇団俵っ子による俵擢支部の寸鯛聯
挫
ｌ
 

」
｜
》
巖潟

ユ ■ 卜
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
暇
な
時
間
が
あ
れ
ば
農
協
に
足
を
運
ん

で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
職
員
と
し
て
欲
し
い
」

と
も
話
さ
れ
、
部
員
に
酪
農
の
楽
し
さ
や

こ
れ
か
ら
の
情
勢
の
厳
し
さ
な
ど
、
わ
か

り
や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
催
に
決
定
し
た
「
あ
み
だ
く

じ
」
の
順
番
に
よ
っ
て
俣
落
、
俵
橋
、
武

佐
、
開
陽
、
当
幌
と
発
表
が
進
み
ま
し
た
。

各
支
部
発
表
が
そ
れ
ぞ
れ
終
わ
っ
た
時
に

会
場
か
ら
質
問
さ
れ
、
高
菜
に
詰
ま
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

し
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
趣
向
を

こ
ら
し
た
発
炎
で
し
た
。
特
に
俵
橋
文
部

は
、
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
」
と
い
う
難
し
い
テ
１
マ
に

↑
劇
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
方
法
で
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

劃
｢ 

HＦ 

凸間

a11 
Ld 
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０ 

接戦の末､武佐支部が１位になりました

そ
の
後
の
表
彰
式
で
は
一
位
Ⅱ
武
佐
支

部
（
ル
ハ
十
点
満
点
の
五
十
．
一
点
）
、
二
位
Ⅱ

俵
橘
支
部
、
三
位
Ⅱ
俣
落
支
部
、
川
位
Ⅱ

開
陽
支
部
、
五
位
Ⅱ
当
幌
支
部
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
支
部
も
、
も
う
少
し
発
炎
練
習
が

で
き
て
い
れ
ば
結
果
は
違
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
総
評
と
し
て
根
釧
農
業
試
験
場

の
水
防
場
長
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
青
年
部
、
佐
々
木
部
長
の
閉

会
宣
言
で
全
て
の
日
程
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
川
、
初
め
て
の
試
み
に
も
関
ら
ず
、

出
席
し
た
部
輿
の
多
さ
に
大
変
驚
き
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
来
年
度
も
「
第
二
Ⅲ
」
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。

提
案
に
な
り
ま
す
が
、
支
部
地
位
の
発

表
の
他
に
個
人
の
部
も
設
け
て
、
「
青
年
部

と
自
分
」
な
ど
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
三
分

礎
の
発
斐
を
行
い
、
一
人
で
も
多
く
壇
上

に
寸
一
て
る
よ
う
に
し
て
み
て
は
と
思
い
ま

し
た
。

反
行
点
と
し
て
は
マ
イ
ク
の
調
了
が
悠

く
、
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
場
が
度
々
あ

っ
た
聯
、
弁
当
を
食
べ
る
時
間
が
人
に
よ
っ

て
無
か
っ
た
く
ら
い
で
し
た
の
で
、
上
出

来
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
の
雰
囲
気

も
良
く
、
剛
く
態
度
も
良
か
っ
た
で
す
。

春
光
か
ら
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
」

を
合
．
向
葉
に
進
め
た
今
大
会
。
各
部
員
、

支
部
と
も
協
力
し
、
良
き
事
業
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
委
旦
の
僑

さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
（
▼
記
Ⅱ
農

政
・
組
繊
研
究
委
員
長
・
筒
井
肢
山
）

４ 

灘
護i費
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討
論

代
表
取
締
役
Ⅱ
海
野

満
に
浜
中
町
の
㈲
フ

す
る
中
で
開
か
れ
た
く
‐
大
会
は
、

私
た
ち
の
経
営
に
血

会
テ
ー
マ
の
○
一
国
－
－
８
鴇
～
経
常
ビ
ジ
ョ

役
貝
ら
合
計
八
人
が
参
加
。
符
内
全
体
で

は
口
余
橘
の
青
年
部
、
（
が
参
集
し
、
今
大

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
の

根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
が
十
八
Ｈ
、

脈
宴
で
開
か
れ
当
農
協
荷
年
部
か
ら
は
、

ン
を
ど
う
拙
く
１
～
」

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
／

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
、

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会

秦
彦
氏
を
迎
え
て
、

面
す
る
緬
題
が
山
祇

ア
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
ズ

に
対
し
て
様
々
な

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
な
ど

基
調
識

ファームデザインズの理念を紹介した海野氏

貝
は
活
発
な
意
兄
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

の
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
意
兄
交
換
・

討
論
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
我
が
青
年
部

「
遊
び
が
仕
蛎
の
原
動
力
」
～
生
活
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
す
る
た
め
に
～
と
し
た
氏
の
取

組
み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卜
六
年
前
に
新
規
就
挫
し
、
立
地
や
背

離
か
ら
Ｆ
Ｓ
、
高
泌
乳
を
追
求
し
て
き
た

氏
は
、
酪
農
の
す
ば
ら
し
さ
、
飾
り
や
偽

り
の
な
い
、
本
当
の
現
場
の
姿
を
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
な
環
境
作
り
を
課
題
に
、

二
○
○
○
年
八
月
に
牧
場
向
に
ア
メ
リ
カ

ン
タ
イ
プ
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ァ

ー
ム
デ
ザ
イ
ン
ズ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
「
観

光
牧
場
、
体
験
牧
場
に
あ
り
が
ち
な
作
ら
れ

た
肚
界
で
酪
農
の
良
い
部
分
だ
け
を
兄
せ
、

非
科
学
的
な
感
情
論
で
牛
乳
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
で
は
な
く
、
科
学
的
理
論
を
蹄
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ｆ
地
条
件
や
若
紫
を
考

え
て
科
学
的
に
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
、

椚
践
省
に
強
刀
な
支
援
を
得
ら
れ
る
こ
と

で
は
な
い
か
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
分
散
会
に
分
か
れ
て
農
業

〆零口

「
△ 

討論に真剣な参加者

■■■｡●■●●●■■●■■■■凸●●■●●●■｡●●巳｡●●●●●●■■●B●●●●●●●●●●●C●６Ⅱ■■■ロ■■■■■■■■■■■■■【 ■■■■｢ 

の
連
動
不
足
解
消
を
Ｈ
指
し
て
企
画
し
た

も
の
で
、
他
に
は
な
い
入
会
を
目
指
し
て

コ
ス
プ
レ
徴
６
Ｍ
体
・
個
人
に
用
意
。
各

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
、
親
睦
を
同
る
こ
と
と
Ⅱ
頃

卜
｜
Ⅱ
’
’
十
六
Ｎ
、
中
標
津
町
営
体
育

館
で
、
農
協
存
年
部
が
企
両
し
た
組
合
員
、

農
業
関
係
巷
（
フ
ァ
ム
・
エ
イ
、
北
恨
篭

地
区
農
業
改
良
杵
及
セ
ン
タ
ー
）
だ
け
の

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
入
会
Ⅱ
タ
イ
ト
ル
第

一
川
農
協
青
年
部
杯
チ
キ
チ
キ
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
男
性
の
部
、

混
成
の
部
と
も
各
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

１－面ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
体
〃
汗
〃

１－ 

１－ 
鐸莨ｚＦ

－二～

〆宮宅､
ｏ
Ｊ
Ａ
青
年
部
企
画
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

哲
な
し
。

（
記
事
▼
農
政
・
組
織
研
究
委
員
Ⅱ
山
木

大
） 三牧▼f」二一▽◇て年てどし

位志男宏洋森混試欲もおちた
|ｒ~（性一史防成合し企りら･
農一との￣豈靖の総い両人の試
協化部三雄部采でし変部合
1'了｜｜・位＜・●すて雌門結
ｲ1二依優’’二優一･多闘で果
部つ勝俵位勝くし６を

梢
）

▽
コ
ス
ブ
レ
笈
－
冊
人
・
川
体
と
も
該
当

ど
こ
の
チ
ー
ム
も
何
Ｈ
も
前
か
ら
こ
の

Ⅱ
の
た
め
に
糠
課
し
て
き
た
強
若
達
で
、

完
成
度
の
商
い
誠
へ
、
展
閲
に
汗
を
流
し
な

が
ら
一
樅
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
い
ま

もによが地
汽イ｢１つ企区
い手と両か
今チ逃しら
い１って総
なムてい勢
がと」'４る几
ら対剣Ｊ卜

し

い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

Ⅱ
俵
っ
こ
Ｃ
（
高
嶋

こ
り
〈
中
村
派
犬
）
、

朋
陽
支
部
（
櫻
井
寿

橘’’’’一
（Ｔ俵内
卜Ｓつば

ラＣこ代
’Ｓ表
ズＡチ肴
_へ１名
命付ム

見
る
と
、
俵
橋
勢
が

ｋ
位
に
多
数
入
髄
し

ま
し
た
。
迭
非
、
米

の
組
合
輿
が
参
加
し

？話なＡ余
冒し’'’’'１名
笑なに標が
いがも津参
あら、杯加
りへ試と、
のヤ合も酪
楽ジ’１１ち対

'５ 
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０
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Ｆ
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］
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□
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６
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Ｆ
●
ｂ
Ｂ
ｐ
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０
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１
一
月
二
十
日
、
中
標
津
町
「
埒
宴
」

に
て
、
～
農
か
ら
始
ま
る
蝋
か
な
未
米
！

～
を
テ
ー
マ
に
第
四
回
ね
む
る
農
村
女
俳

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
管
内
の

農
か
ら
始
ま
る
豊
か
な
未
来
ノ
。

農
村
女
性
ら
関
係
滑
約
百
三
卜
人
ほ
ど
が

一
堂
に
介
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
「
腱
村
女
性
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
、
近
隣
在
住
の
お
三
方
に
よ
る
誠

演
や
、
参
加
各
グ
ル
ー
プ
の
手
作
り
伽

会
工
胎
が
テ
ー
ブ
ル
い
つ
ぱ
い
に
並
べ

錘
ら
れ
た
試
食
＆
得
一
食
会
が
行
わ
れ
ま

罫
し
た
。
ま
た
、
昼
食
終
了
後
は
、
各
グ

鐘
ル
ー
プ
の
活
動
展
示
・
実
演
・
販
売
を

『
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
の
情
報
炎

か
換
・
交
流
の
場
が
持
た
れ
ま
し
た
。

各
今
川
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
食
品
加
工
交

流
部
会
員
は
、
初
の
グ
ル
ー
プ
参
加

を
果
た
し
ま
し
た
。
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
手
作
り
加
工
品
の
試
食

展
示
を
行
い
、
自
家
野
菜
の
入
帳
と

中
標
津
ビ
ー
フ
す
ね
肉
の
煮
物
・
大

根
皮
の
キ
ン
ピ
ラ
・
と
う
き
び
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
出
品
し
参
加
者
に
試

食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

管
内
の
農
村
女
性
が
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
を
通
し
て
「
農
」
か
ら
始
ま

る
豊
か
な
未
来
！
を
求
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
努
力
す
る
ハ
ッ
ラ
ッ
と
し
た

姿
勢
が
多
く
兄
受
け
ら
れ
、
情
報
交

換
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
参
加
者
相
互

の
刺
激
と
な
る
交
流
が
凶
塾
わ
れ
た
有

意
義
な
一
Ｍ
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
農
業
農
村
交
流
施
設

「
ク
レ
エ
」
に
て
、
日
沿
労
中
標
津
町
職
員

労
働
組
合
青
年
女
性
部
（
小
川
山
樹
部
長
）

が
主
催
す
る
加
工
体
験
交
流
会
が
、
Ｊ
Ａ

町
職
員
ら
も

「
地
産
地
梢
」
の
取
り
組
み

た
。

手
作
り
料
理
の
お
い
し
さ
・
楽
し
さ
、

ま
た
、
地
元
中
標
津
の
良
さ
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
青
年
女
性
部
交

流
会
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

でき具合､味にみん強濃足ですノ

て」芒しなた二に品をフ製と役を産工場い行長Ｊ１’

看たが業陣とでし理だ鈴ほもた、あを産擦りま会禽
衞甥＃＃テ餓蹴馬雛幡灘鮮iii鰯蝋

溌ii騨熱鰹
1■■■■｢ D●●●0 山口▲■■■■ ●￣‐■■￣■■■『 ■■｡｢ 
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l)M陽地区

すずきともゆき

鈴木智之ざ,し

【パーソナルデータ】

家族構成･父＝修､母＝多美子､妹･弟。

昭和50年１月26日生まれ｡血液型＝ＡＢ型
星座＝水瓶座。大型･普通自動車､作業

免許､ホームヘルパー３級。

温
厚
。
寡
黙
な
中
に
も
『
芯
』
は
強
い
！

密￥千斗☆★衣魚￥￥苧

鍵二oWdIb

闇

１１②!さ
ｖ鰯
｡￣ 

§￣ 
溌讓

Ａ 

へ
‐
回
は
、
附
腸
地
区
の
鈴
木
将
之
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
、
一
一
卜
九
歳
の
秤
と
さ
ん
で
す
が
人
柄
が
と
て
も
良
く
、

私
た
ち
後
誌
か
ら
も
慕
わ
れ
、
年
齢
差
を
感
じ
な
い
ほ
ど
で

す
。
私
も
い
つ
も
の
呼
び
方
で
腎
之
君
と
鱒
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
す
。

将
之
衙
は
中
学
校
卒
業
後
、
江
別
の
と
わ
の
森
二
愛
揃
校

へ
進
学
。
卒
業
後
に
自
衛
隊
へ
入
隊
し
て
六
年
間
勤
務
し
ま

し
た
。
温
厚
な
人
柄
な
が
ら
、
六
年
間
も
厳
し
い
訓
練
に
耐

え
て
来
ら
れ
た
か
ら
に
は
「
芯
」
は
州
当
強
い
も
の
が
あ
る

毎ｓ

〆》
■。

■ 

Ｋ、

『抑‐ 「

＋
 

Ｐ
Ｉ
ｌ
 〆、

亀一一

と
、
私
は
密
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。
、
衛
隊
退
役
後
は
幾
つ

か
の
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
長
男
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
ｒ
成
し
一
一
年
十
一
〃
に
実
家
に
暖
り
鈴
木
牧
場
の

後
継
満
と
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
は
、
青
年
部
附
陽
支
部
で
は
年
齢
的
に
ち
ょ

う
ど
中
間
と
い
う
聯
も
あ
り
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
積
極
的
に

活
動
し
、
ｊ
Ａ
中
標
津
行
年
部
本
部
の
活
動
で
は
、
消
瞥
拡

人
委
災
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
を
Ⅲ
い
た
と
こ
ろ
、
少
し
悩
み
な
が
ら
音
楽
鑑
笈
と
い

う
答
え
で
し
た
。
特
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
良
く
聴
く
そ
う
で
、

写
真
の
バ
ロ
ッ
ク
楽
曲
集
を
お
奨
め
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
「
酪
農
業
一
年
ｕ
な
の
で
、

ま
ず
は
雅
木
的
な
知
識
と
技
術
を
早
く
身
に
つ
け
、
戦
力
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
Ⅱ
匁
顛
張
る
の
み
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
面
の
Ⅱ
標
と
し
て
「
お
嫁
さ
ん
探
し
６
１
」
と

巻
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
気
に
な
る
〃
が
お
り
ま
し
た
ら

一
度
お
話
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

寡
黙
な
智
之
符
で
す
が
皆
さ
ん
（
特
に
未
婚
女
性
の
〃
）

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
材
者
（
農
政
・
組
織
研
究
委
員
会
Ⅱ
炸
止
旋
人
）

ロ
Ｉ 

､ 

１
１
１
 

織
〆■
鏑 ５

１
 

〃／””””毎ｍ１－‐瞳。‐、、．、、啼屯

Ｉ 
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第Ｂ弾 二后

’臆おかくたつや いぬいもとき
上

岡部達也 夢乾元樹 ‘ ガ㈲Ｄｙｎａｍｉｃｄａｉｒｙ

酪農学園の纈舸大学を卒業して、すぐに鰯Ui藩となるべく

ＩＩｉ標津に灰って以>|(19年。その間、ｉｉｉ嬢体系も変え、６年前
にフリーストールとなった。そして'１１三年､両親より経営移譲。

今年の１月からは㈲Dynamicdairyの経営者として運営に
､１１たっています。社名は｢おおらかな酪農を１J指す｣ことを意

味し､乳質に対し､気を配っていること・ノノを入れているzlFは
？と質問を向けると叫二が|ｿﾞ遮に繰らせるようなｲﾋ組みを

つくること」と究極の命題にil夜、１１１旅MJlX集を怠らないよう
にしていると閾います。〔1分力媒ってから邸,Ｍ２まで､様々な

取り組みの１１Jで、人の話をまず１１１|いて、その[１１で、良い物だ

けを取り入ｵしていけるように、情報のアンテナを張るﾘﾄﾞは人

切だと感じている。そして、その１１鴬'1もやってみなければ何

にもならないから、お金がかかることは、両親とｲⅡ談してか

らするにしても、お金のかからないもの、例えば良いと,j｢わ

れる癖し方法を試すとか、まずやってみて失敗と感じれ(よ

また、これも勉強でしょう。中標津に戻ったり!と比べ、飼養

〃法も変わったし、飼養頭数も２傍以上になり､乳肱は400Ｌ

から1,500トン超になった｡大fIk生産していても、多かろう悪か

ろうでは意味がないので質と成分には気を付けて､lWf農」の

イメージを111なわないようなキチンとした符理を行っていき

たい。少ない労働力でも経i幽状態を網寺できるように、牧草

収稚調整とふん尿ii布の共１行1列１１１組合の榊成典となった。だ
から、他の人よ')もｎ分個人の|L』腿,１曲はないかもしれない？

と譜すがその方法が、今の経営にfi致していたのｉｔ：６

酪農学|劇入学を卒業し、今年の４月に実家に虞')、

「後継藷への道」を歩き出した乾元樹蒋のハイクオリ

ティミルク虚言です。

本人、〈、｢酪農家の'１３＋として、いずれは後継精と

いう氣持ちはあったが、「'１標111の学生Ⅱ#代はi1Ij親が忙

しい時にちょっと搾乳や収穫時期に手伝いをしていた

だけで、酪農学園大学在学中も、酪農のイロハを学ぶ

学部ではなかったことから、今がほとんど、酪農１年

生といっても過首ではあＩ）ません。ルーキーズカレッ

ジの学習はｈｌ１らなかったことも教わる良い機会で、牛

のり,;i気や伝染病についての誹議が大変印象に残ってい

る」と言います。搾乳、御やり、昼'1Mの管理作業。父

と２人で''二合に入って作業を行う中で、簸近、搾乳し

ていて､牛のちょっとした変化に気づくようになった。

'’1分の勝手な判ltl7になっても困るので、父の助言をlH］
き獣医を呼ぶなどの対応を行っています。

気を付けていることは体細胞の'１A１体チェック、’三が

ったものの'｢ﾘﾘI摘療に努めること。ならないような1ｋ

組みとしては乳頭をきれいにするため、１噸１頭タオ

ルを替えて拭くようにし、汚れが多いのは、２枚、３

枚と使って拭くように、また、過搾乳しないように気

を付けています。今後、''二念を新設する計Iililもあり、
その'１$には向動離脱のパイプラインミルカーに入れ祷

える予定。乳ITI(!]}2に努め、体細胞20万以内にするよ
うに餌の符理にも取り組んでいきたい．

戸

g可、

近く、足をｿ耐めてい

る牛への配噛をと、ホ

ールディングエリアに

マットをひくことを考

えている｡若いI'ﾅｲ'2部

員たちは、搾乳するこ

とによって牛のいろい

ろな事がわかっていく

ので、」１４剣に搾乳に取

り組むといいのでは？

とのアドバイスも頂き

ました。

尋
塾麩蕊1,曇i塾i塾，

ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
に
は
採
っ
た
場
所

と
日
付
と
水
分
が
多
か
っ
た
、
少
な
か

っ
た
こ
と
を
記
録

李
面

i:i1iilllllliili1i1lIlllllilh錘｛
,M酢

iiiｉｉｉ 

牛の背中かき援も狭適性を求めてのこと

今後１年間
の目標

平成14年度
現状

平成14年度
現状

今後１年悶
の目標

雁ＩＭＩ数

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ％ 

全固形

生薗数

体細胞数

Ｆ％ 

ＳＮＦ％ 

Ｐ％ 

令I1Jil形

0.4 

２１．２ 

４．０８ 

8.579,ｺ 

3.2196 

12.65,'０ 

0.3 

24.7 

4.1196 

8.8896 

3.2900 

12999, 

0.1 
￣ 

２０ｍ 

０．１ 

１８．０ 

現状維持

ﾘil状維持

現状維持

現状荊醗

|最重点目標や |最重点目標や

年１１１１を皿じ－

て''７１じ成分一
のﾉﾄ孔を搾
りたい

８ 



■
Ｊ
Ａ
な
か
し
く
つ
出
張
版

クミカンを活用した
経営分析 愚／ ' 

北根室髄区農業改良普及センター

①
職
成
比
に
す
る

③
百
分
比
に
す
る

売
上
商
を
．
○
○
と
し
た
各
幾
川
の
割

合
な
ど
（
炎
①
）
。

②
前
年
比
な
ど
の
比
率
、
割
合
に
紙
き
換

え
るク
ミ
カ
ン
で
は
常
に
》
伽
年
比
、
計
阿
比

が
分
か
る
。

①
時
系
列
に
数
字
の
推
移
を
み
る

三
～
几
年
分
の
ク
ミ
カ
ン
（
ト
ー
Ⅱ
一
一
一

十
一
Ⅱ
時
点
）
の
数
字
を
腋
べ
て
比
核
す

る
。 今
月
は
、
何
か
と
多
忙
な
月
で
す
が
、

｜
年
間
の
経
営
成
果
の
反
省
お
よ
び
次
年

度
の
営
農
計
画
を
樹
立
す
る
た
め
の
大
切

な
時
期
で
す
。
今
年
一
年
の
経
営
状
況
を

把
握
し
、
去
年
に
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
か
、

計
画
に
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を
分

析
し
、
我
が
家
の
経
営
の
優
れ
て
い
る
点

や
弱
点
を
知
る
こ
と
は
、
次
年
度
以
降
の

安
定
し
た
経
営
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

、
経
営
数
字
を
読
み
や
す
く
す
る

胚､

るとわ与な司初かががもなもに徴し
~、杓せし費ど収瀧つ遅低減ど例立把用まこ
司化がて用を益牛たれ下少がえて握がすれ

ii;窪閻篠i1li為磁?潔鐡
１つ

地（|そくＦ１司ま金」'二成し司司搾上なばてが字
了々な袷必すの群牛liiii乳乳,衛り、漁なを

蝋:織騨;織
恢鯏攪しれが良種･年一のをの逢
成なの介給ささ悪く時ザしよ疾計的か分、くな期ＩｉｌｌｉＩ）病ｉｉｌｊｉ確、折

⑤
単
位
当
た
り
に
す
る

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
頭
、
生
乳

あ
た
り
の
収
益
、
斑
用
な
ど
。

批
川
計
を
一
○
○
と
し
た
各
鋤
Ⅱ
の
割

合
な
ど
（
衣
②
）
。

二
、
要
因
の
分
析
を
お
こ
な
う

Ｚ､ 

ト
ン

LfiX：Ｔｉｎ） 肥
料
を
同
じ
敬
だ
け
使
川
し
て
お
り
、
見

直
し
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肥
料
費
の
節
約

が
可
能
」
、
「
家
畜
篭
（
尿
の
施
川
辻
分
を
化

成
肥
料
で
減
肥
し
て
い
な
ど
な
ど
が
わ

か
り
ま
す
。

前
年
度
の
実
績
だ
け
で
は
、
計
阿
数
臓

の
根
拠
と
な
ら
な
い
輌
日
も
あ
り
ま
す
。

ク
ミ
カ
ン
報
告
書
を
も
う
『
度
見
血
し
て
、

今
年
の
反
省
と
次
年
度
の
計
両
を
し
っ
か

り
立
て
安
定
し
た
経
営
を
心
が
け
ま
し
ょ

、
７
。表１ Ａ農場ｌ比率ｌＢ農場 比 率

0％ 売上高50,000１０ｑＯ９ｕｌ３０・OＯＯｌｌＯＣ

飼料費112,000２４.()96112.000140.ODU

肥料費’２．０００ [1.0961２．()0０ 6.7,6 

修繕費1,000２．０９０2,000 6.7on 

Ｂ農jﾙでは光'二高〈化乳ﾉ]＝澱１t）にAOLて肥料tｾﾞｶｷﾞ多くなっている傾向
がわかります。

（lli位：Ｔ･ITI）
身長２

Ｃ農場比率Ｄ段場比率

費用合計５(),000100.0％３０，０００］(〕0.016

飼料費12,00024.0q６12,00〔）40.0％

肥料費2,000‘1.0061,0003.39ｐ
修繕費1.0002.0102.0006.7％

[)農場でば修識IDIがやや,軒<なっているニヒがわか'ｊまず『

1９ 

Ａ農場 比率 Ｂ農場 比率

売上高 50,000 １００.O9U 30,000 100.0％ 

飼料費 12,000 24.0％ 12,000 40.0％ 

肥料費 ２，０００ `1.0％ 2,()0０ 6.716 

修繕費 1.000 2.0％ 2.000 ６．７９６ 

Ｃ農場 比率 Ｄ農場 比率

費用合計 5(),000 1()0.00 ,00(） ](〕0.096

飼料費 １２，０００ 2`1.00 ,00〔） 40.0％ 

肥料費 2.000 ,1.00 ,000 ３．３％ 

繕費 1,000 2.09 000 6.7％ 



ドルアイ

大家族1幸せ一杯の尾崎家｡長男登場！

そ
○
○
二
年
雌
終
月
を
飾
る
〈
１

月
の
人
気
符
は
、
第
一
俣
落
地
区
・

尾
崎
広
太
郎
さ
ん
宅
三
人
Ⅱ
の
議

場
と
な
る
長
阻
・
雪
太
郎
漕
で
す
。

今
年
一
瀞
の
冷
え
込
み
と
な
っ

た
取
材
弩
Ⅱ
、
そ
の
寒
さ
を
み
じ
ん

も
感
じ
さ
せ
な
い
尾
崎
家
の
蜜
太

郎
活
は
、
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
も

疋
気
に
川
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

普
段
は
、
二
人
の
お
伽
ち
ゃ
ん

が
保
育
間
に
行
っ
て
い
る
間
、
弟

の
芳
次
郎
荊
と
Ｗ
同
士
仲
良
く
遊

ん
で
い
て
、
こ
の
Ⅱ
も
二
人
で
ち

ょ
っ
と
だ
け
ポ
ー
ル
の
奪
い
谷
い

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
さ
す
が
Ｉ
・

お
兄
ち
ゃ
ん
の
埒
太
郎
湾
は
す
ぐ

に
譲
っ
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
お

姉
ち
ゃ
ん
達
が
帰
っ
て
米
る
と
、

今
度
は
川
人
で
「
イ
ス
取
り
ゲ
ー

ム
」
や
、
牛
舎
で
「
だ
る
ま
さ
ん

が
転
ん
だ
」
な
ど
と
、
姉
弟
が
多

い
だ
け
に
遊
び
方
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
。

姉
弟
の
中
で
の
雷
火
郎
潜
の
特
徴

を
尋
ね
る
と
、
、
番
の
ひ
ょ
う
き

ん
荷
！
と
、
お
趾
ち
ゃ
ん
の
嶺

子
さ
ん
。

そ
う
い
え
ば
、
年
明
け
に
ち
ょ

っ
ぴ
り
人
人
の
仲
間
入
り
？
満

三
歳
と
な
っ
て
、
こ
の
一
月
か
ら

保
育
園
に
通
う
こ
と
を
今
か
ら
心

怖
ち
に
し
て
い
る
雪
太
郎
漕
に
、

「
今
度
生
ま
れ
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん

（
四
月
に
第
五
児
出
産
予
定
）
は
、

弟
と
妹
ど
つ
ち
が
い
い
？
」
と
、

尋
ね
る
と
、
「
妹
！
」
と
、
照
れ

な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
．

〆=、

雪
人
郎
洲
を
含
む
尼
崎
家
の
子

供
達
が
伸
び
伸
び
育
つ
姿
を
兇
て

い
る
と
、
私
も
こ
の
家
の
ｒ
に
衣

、

■ 職MＷ 

鑿
■ 

鐘
』Ⅲ！ 

鱸
'函

り
た
い
’
・
と
、
そ
ん
な
気
持
ち

に
さ
せ
る
子
育
て
上
手
な
ご
向
親
。

そ
し
て
、
名
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と

弟
と
、
四
川
に
生
ま
れ
て
来
る
赤

ち
ゃ
ん
と
雪
太
郎
綴
の
周
り
は
笑

顔
と
愛
で
一
杯
！

雪
太
郎
譜
！
お
父
ち
ゃ
ん
と

お
雌
ち
ゃ
ん
が
望
む
、
心
身
と
も

に
健
康
で
、
い
つ
ま
で
も
姉
弟
仲

良
く
い
ら
れ
る
よ
う
幸
せ
》
杯
の

尾
崎
家
長
男
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
ね
！

尾崎雪太郎〈ん
おざきゆきたろう

2001年１月16日生
尾崎広太郎・孝子さんの長男と
して生素れる、

、 ノ

1０ 



家畜改良課より

人工授精の上で大切なこと
すっかり寒くなってきましたが、皆さん風邪などひかれていませんか？

しっかりと体調管理に努めて、忘年会シーズン？に備えていきましょう

が尾尾てどすて尻子が部尼が奥す人を従れ行でれＩ了司
火にがいでるも尾宮川のを垂で求・し操のてすははわ尻皆
きよもてき際糞や.米汚持要はさよて作人いるな我れ尾さ

いった[jれにな外ﾘ|'るれつな、れつ子し［る上<々たをん
鵯溌かい外ど陰巣かをこのこるて嘗て授ので暖こ侍が
…鰯灘鱒罵灘鱗繊鱸|i；

蕊鱗迩鱗騨
{'鰹鱗騨督鱸繊斡鱗”；
よ性))。)ﾉ。れな入つ、でと陰）ﾉ６とがで挿営呪ま遂めことに

弓

前
回
、
前
々
回
と
代
謝
と
栄
養
素
に
つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
だ
が
、
合
回
は
ち

ょ
っ
と
お
休
み
し
て
、
我
々
が
人
工
授
精
業
務
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
書
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
必
読
で
す
。

っ
て
、
注
入
器
に
汚
れ
が
つ
い
た
状
態
で

子
宮
内
に
精
液
を
注
入
し
た
場
合
、
雑
菌

汚
染
に
よ
る
子
宮
内
膜
炎
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
内
膜
炎
は
繁
殖
性

を
杵
し
く
低
下
さ
せ
る
繁
殖
障
害
の
一
つ

で
、
主
に
分
娩
後
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
出
来
る
こ
と
な
ら
ｔ
記
の
よ

う
な
形
で
の
発
症
は
避
け
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
特
に
受
精
卵
移
植
の
場
合
は
、

人
エ
授
精
よ
り
も
衛
生
的
な
操
作
が
要
求
さ

れ
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Cｌ 

戸、

尻尾を持つ二とで汚れを最小限に抑えます

こ
こ
ま
で
什
い
て
き
た
よ
う
に
、
立
ち

会
う
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
人
切
な
こ
と

で
す
。
そ
の
牛
の
徴
候
や
状
態
を
一
番
知

る
の
は
、
や
は
り
畜
主
で
あ
る
皆
さ
ん
で

す
か
ら
、
折
さ
ん
か
ら
の
情
報
は
我
々

が
人
エ
授
精
を
行
う
上
で
非
常
に
手
助
け

と
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
前
に
も
件
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
我
々
と
一
一
一
一
〔

業
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
が
Ⅱ
頃
、
感
じ
て
い
る
疑
問
な
ど

が
あ
れ
ば
気
幟
に
Ⅲ
い
て
く
だ
さ
い
！

誠
意
を
持
っ
て
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
岐
近
で
は
飼
養
頭
数
も
噌
加
価
向

に
あ
り
、
Ⅱ
常
の
作
業
も
忙
し
く
な
っ
て

し
ま
う
た
め
に
、
勝
に
比
べ
て
藩
、
Ｅ
さ
ん

が
な
か
な
か
肱
ち
会
う
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
塊
状
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
中
標
津
町
の
繁
殖
向
上

の
た
め
に
い
ま
い
ち
ど
我
々
と
一
緒
に
努

力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

そ
れ
で
は
来
年
も
繁
殖
分
野
の
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
沸
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
！

1１ 



｢営農･経済事業｣の強化を確認
１１月２５日に札幌で行われた第24回ＪＡ北海道大会に､当農

｢実践の大会｣として 協から高橋組合長ら理事５人と女性部長､青年部長が参加、

大会のテーマとなった｢信頼の絆で創る共生の大地北海道｣を

各組織･人が目
に向け取jMltj

･人力 目指し、専業農家の多い道内ＪＡが進むべき道として､｢営

農事業･経済事業｣をより強化することを道内各地区より参

加した志を１つにする同志2,00人余りとともに､決意を新

たにし､北海道農業を盛り立てていくことを確認しました。

こ
の
入
会
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が

こ
の
入
会
後
の
二
年
間
の
方
向
性
を
決
め

る
電
要
な
も
の
で
、
三
年
に
一
度
、
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
会
長
を
務
め
た
宮
川
勇
道
中
央
全
会

良
は
「
本
道
の
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
使
命
で
あ
る

常
農
・
経
済
事
業
の
強
化
を
Ｎ
る
必
要
が

あ
る
」
と
挨
拶
。
先
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
全

国
入
会
で
う
た
わ
れ
た
「
経
済
聯
業
改
堆
」

で
は
な
く
、
強
化
に
よ
る
拡
充
を
伺
っ
て

い
く
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

瀧
本
で
は
①
「
食
と
農
信
頼
を
は
ぐ

く
む
北
海
道
農
業
の
展
開
」
、
②
「
組
合
員

と
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
展

附
」
の
二
項
目
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
決
議
と
し
て
①
阯
界
貿
易
機
関

〈
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
農
業
交
渉
と
向
山
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
に
対
し
て
北
海
道
農
業

に
悪
影
騨
が
及
ば
な
い
よ
う
に
総
力
を
挙

げ
て
訴
え
続
け
る
こ
と
。
②
Ｊ
Ａ
述
釛
を

強
刀
に
進
め
る
た
め
Ｊ
Ａ
・
逆
連
合
会
へ

の
結
集
を
呼
び
か
け
る
こ
と
も
決
定
し
Ｊ

Ａ
の
使
命
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

回肱
■ 『.'9'…ＪＸ錦幽司’、とn噸瓢Ｈい…

(写真提供:日本農業新肌北海道支所】

【
６
つ
の
重
点
目
標
］

①
生
産
・
流
通
段
階
の
「
安
全
・
安
心
」
の
取
り
組
み

※
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼
性
を
商
め
る
た
め
に
、
生
産
段
階
で
は
生
産
履
膝
の
記
帳
や
農
薬

の
適
正
使
用
に
努
め
、
加
工
・
流
血
段
階
で
は
品
質
縛
理
・
食
品
表
示
の
ロ
雁
点
検

な
ど
炎
示
の
適
正
性
確
保
に
努
め
る
。

②
食
料
自
給
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

※
平
成
十
三
年
度
で
一
八
一
％
の
食
料
自
給
率
と
な
っ
て
い
る
本
道
、
本
年
八
月
に
同

が
食
料
・
農
業
・
農
村
避
木
計
両
の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
盤
曜
努
〃

目
標
の
改
定
に
向
け
た
本
道
の
巻
え
刀
の
艦
理
・
械
討
を
し
て
い
く
。

③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
志
向
の
生
産
・
販
売
戦
略
の
推
進

※
畑
作
に
つ
い
て
は
自
然
術
環
機
能
の
十
分
な
発
椰
に
向
け
て
輪
作
を
堆
水
に
需
要
動

向
に
即
し
た
計
剛
的
な
箙
産
と
品
痩
・
生
産
性
の
向
ｔ
対
策
に
努
め
る
。

※
野
菜
に
つ
い
て
は
総
需
要
が
横
ば
い
で
推
移
す
る
中
、
輸
入
野
菜
の
蝋
加
が
兄
ら
れ

る
、
本
道
の
冷
涼
な
気
象
条
件
を
生
か
し
て
安
全
安
心
は
艮
磁
野
菜
の
計
阿
生
産
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
出
荷
体
制
整
整
備
と
新
技
術
導
入
、
生
産
・
流
通
段
階
で
の
コ

ス
ト
低
減
に
努
め
青
果
物
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
む
。

※
酪
股
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
を
ｋ
回
る
人
規
棋
経
営
と
な
っ
て
い
る
鞭
を
鑑
み
、
環
境

対
策
や
個
別
経
街
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
化
乳
の
変

定
化
産
や
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

※
帝
産
物
に
つ
い
て
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
牛
肉
の
ト
レ
１
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
取
り
組
み
、
樅
罐
性
の
』
肋
い
専
業
経
営
ま
た
は
他
作
Ⅲ
と
の
俊
介
経

憐
に
よ
る
安
全
・
良
質
な
卜
肉
生
産
を
進
め
る
。

④
地
域
農
業
振
興
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
多
様
な
担
い
手
の
育
成

※
集
落
や
地
区
、
市
町
村
な
ど
と
の
瓶
〈
ｎ
い
と
介
意
形
成
に
雄
づ
き
、
農
業
の
将
来
像

に
閏
す
る
地
域
農
業
職
略
を
策
定
す
る
と
共
に
実
行
し
て
い
く

⑤
公
平
な
貿
易
ル
ー
ル
づ
く
り
と
農
業
経
営
の
安
定
対
策
の
拡
充

※
多
面
的
機
能
と
食
料
安
全
保
障
を
う
た
っ
た
日
本
提
案
型
の
突
呪
に
向
け
て
、
政
府

の
交
渉
支
援
と
卿
氏
・
道
隆
の
理
解
挫
得
述
動
や
海
外
農
業
川
体
と
の
巡
携
強
化
に

努
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
決
杼
に
備
え
て
新
た
な
経
溝
安
定
対
策
の
確
立
に
努
め
る
。

議
案
第
一
号
食
と
農
信
頼
の
絆
を
育
応

北
海
道
農
業
の
展
開

r、

1２ 

11月25日に札幌で行われた第24回ＪＡ北海道大会に､当農

協から高橋組合長ら理事５人と女性部長､青年部長が参加、

大会のテーマとなった｢信頼の絆で創る共生の大地北海道｣を

目指し、専業農家の多い道内ＪＡが進むべき道として､｢営

農事業･経済事業｣をより強化することを道内各地区より参

加した志を１つにする同志2,000人余りとともに､決意を新

たにし､北海道農業を盛り立てていくことを確認しました。



ＪＡ北海道大会にＪＡ､中央会､連合会関係者2,000人が参加

⑤
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
組
織
整
備

※
Ｊ
Ａ
合
併
の
推
進
、
中
央
会
・
連
合
会
の
組
織
整
備
、
述
什
会
支
所
広
域
化
の
推
進

な
ど
。

④
経
営
の
高
度
化
・
信
頼
性
確
保
に
向
け
た
経
営
管
理
体
制
の
強
化

※
業
務
執
行
体
制
の
強
化
、
法
令
遵
守
（
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
体
制
の
確
立
、
Ｊ
Ａ

の
経
営
戦
略
に
器
づ
い
た
実
戦
型
人
材
の
育
成
、
第
二
次
情
報
化
戦
略
の
具
体
的
実

践
な
ど
。

③
経
営
健
全
化
対
策
の
強
化

※
部
門
別
採
算
性
の
確
立
と
財
務
健
全
化
対
策
、
破
綻
未
然
防
止
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
グ
ル

１
プ
北
海
道
の
取
り
組
み
な
ど
。

⑥
食
と
農
に
関
す
る
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
と
交
流

※
食
と
農
、
Ｊ
Ａ
に
関
す
る
伺
鶴
、
道
睡
の
理
解
促
進
と
介
意
形
成
を
進
め
る
た
め
、

農
業
・
農
村
現
場
か
ら
の
情
報
発
信
を
彼
極
的
に
進
め
る
。

②
地
域
農
業
振
興
に
貢
献
す
る
営
農
・
経
済
事
業
の
強
化

※
愉
農
指
導
躯
業
の
近
点
化
と
体
制
強
化
、
交
金
枅
談
機
能
の
強
化
、
北
海
道
腱
業
の

強
み
を
椎
か
し
た
販
売
覗
業
の
展
開
な
ど
。

①
組
織
基
盤
の
強
化
と
地
域
密
着
化

※
組
織
集
結
に
向
け
た
教
育
・
対
話
活
動
の
強
化
、
紐
へ
呂
只
組
織
の
活
性
化
と
Ｊ
Ａ
の

械
極
的
支
援
、
女
性
の
役
割
発
揮
、
地
域
と
蝶
ら
し
に
密
論
し
た
Ｊ
Ａ
事
業
の
展
開

な
ど
。

議
案
第
一
三
組
合
員
と
地
域
の

信
頼
に
応
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
展
開

［
５
つ
の
重
点
目
標
一

￣罰

食
べ
物
は
人
間
の
存
在
に
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
農
業
は
向
然
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
生
産
を
行
う
生
命
潅
業
で

あ
り
、
同
時
に
う
る
お
い
あ
る
生
活
や
環

境
像
会
へ
の
寄
与
な
ど
、
多
面
的
な
価
値

を
有
し
て
お
り
ま
す
。

農
村
地
域
は
農
業
化
産
の
場
、
地
域
住

民
の
生
禰
の
場
で
あ
り
、
同
時
に
多
く
の

国
民
が
ゆ
と
り
や
遇
か
な
向
然
の
恵
み
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

北
海
道
が
制
定
し
た
農
業
・
農
村
振
興
条

例
に
は
「
農
業
・
農
村
を
道
瞳
の
熾
重
な
財

産
と
し
て
育
み
将
米
に
引
き
継
ぐ
」
と
い

う
理
念
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
社
会
全
体
が
収
益
性
・
効
率
性
・
利
便
性

を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
輸
入
農
産
物
の
噸

取進組強ぃをた組北第々
組をみみて大採組織海二Ｊ本
み［１にを、き択織・道十ＡＥＩ
を指Ｆ１見我なしの事農Ｆｑグ、
全し信失々社た意業業回ルこ
国、とうは会・忠機のＪ１こ

Ｉｉｊ溌騨
蓋ｔ襲蠅聴き縦'r維蝶
対てなの念に決一プ催者し
ずの前取．お議しのＬ'雛

道
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
芸
宣
一
一
一
一
宮

へ

る
岡
民
の
い
っ
そ
う
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
と
す
る
。

ま
た
、
今
川
大
会
を
「
実
践
の
大
会
」

と
位
満
付
け
、
決
議
事
項
に
つ
い
て
は
各
Ｊ

Ａ
・
中
央
会
・
述
合
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
て
達
成
阿
標
を
設
定
し
、
立
任

を
持
っ
て
実
践
に
取
組
む
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の

進
捗
把
握
を
行
い
着
実
な
前
進
に
向
け
必

要
な
搬
殻
を
職
じ
、
決
議
事
項
の
実
践
に

迩
進
す
る
。

以
上
宣
言
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
Ⅱ
二
十
五
日

第
二
十
Ｎ
Ⅲ
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

加
と
国
内
膿
業
生
産
の
停
滞
や
縮
小
の

懸
念
な
ど
食
料
・
農
業
・
農
村
は
大
き
な

川
蛾
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

梢
灘
若
と
農
業
者
、
都
市
と
農
村
、
農

業
と
他
産
業
は
役
割
を
認
め
合
い
相
瓦
に

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
社

会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
私
た
ち
は
考

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
は
よ
り
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
農
畜
躍

物
の
生
罐
に
全
力
で
取
り
組
む
蝋
を
冑
二
一
一
画

し
ま
す
。

道
民
・
国
民
の
皆
様
１
．

私
た
ち
が
一
生
懸
命
に
生
産
し
た
農
畜
産

物
を
、
ど
う
ぞ
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ

い
１
．

多
面
的
機
能
を
持
つ
農
業
へ
の
深
い
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
提
供
す
る
農
村
に
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
！

1万
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に卒人’１対い業農業後と仲従業巣年校戸
商業▼二捺応科を蕊にＩ|》|をｌｌＭ蛎後を度へ別
等見出年集しⅡ妨期従時講主づしの行入石海
学込願▼婆たをげはｌドト時なくな後い学Ｈ１高
校み資蕊領実自る授し分間E1l）が継まの又等
をの格集は践山』'１業なまは的やら者す農彦学
卒者｜｜定「的にもががで午と人酪や。業校校
業･平員記学選ななら。｢iiiしＩ１ｌＩ農新Vjf特長一
し平成｜｜の稗択くいの｣|ﾘ１１‐て的経規攻別一」こ
た成十酪迦がし目た学夕時いを営就科専で海

篭ｉｌＩｉ蝋；iI児；ぬ糊｣'し識投臘は攻は逝
大`,滴徴修ま端愛Ii｢可牛分。を'i'『灘iiL,;|Ｍ

鵡學灘藻噸霊灘螺

掲示板

別
海
高
校
農
業
特
別
専
攻
科
の

学
生
募
集

廓
【ＩＤ① 

Ⅱ 

f、
業１１に業地な科総流育科と十男で技農し成業～
す平募育経域どで合迦、でい分新女す術業ま‐１－商中
る成集て営食には的、鮒はう発し上・科科す（等標
見｜‐要ま溝[IfI関食に農科、学揮い学平とに゜年学津
込六領すと産す品学業ノl：乳校で時で成食特農度校農
み年は・し業る加ぴ経産’|冨教き代募十,Ｆ１化業全へ業
の三下てに技工ま営、を青るに集六ビし満１１奥高
者月記必従術・すに作中’１人向し年ジた校ＩＩｉＩ１１１１校
・仁の要事と流・彊物心機をけま度ネ学は課清一
出道通なす知通②る職とで青、すはス校根程校北
願内リ能る識、食知塔し、て１１．，科で峯の長海

灘鱗懸j1;鰯

３海年卜付が笈
７厨二八｜｜人格
｜等）］１１平学検
５学十正成可定
｜校日午十能に
２農、ま六と合
０業作でイド認格
５特又▽－めし
３別、検１１らた
専而Tfif-l-れ若
攻接ｎ四る゜
科▼’’１１若木
‘北平｜▼校
０海成一Ⅱ'１学
１道十）］願校
５別六二受長

中
標
津
農
業
高
等
学
校
の

学
生
募
集

行

識瞬騨潅識ズ蒲灘州燃鍵
±２'几'、入は九六愈科あ

湊維ﾃﾞ7了wtT州祇iiMili弓；:鑑噸蝿
ア、トら数スルトル珍同な、の１位析視一背詳査ニーユ午二るる長

モコの門トパコパし閏ど自製ムi;'t千察'１年 細’１１１時後十者適の

ﾎﾞﾉ溌騰；」；蛾lllililljll7:灘|;ＷｉＭ△聞異'11石；''ｉ＃
、はをタのににでたく先乳稼舎、港つ程陽０三１１．，１２１川興が

、

Ｆ、

［
Ｊ
Ａ
中
標
津
後
継
者
対
策
協
議
会
］

Ｊ
Ａ
中
標
津
後
継
者
対
策
協
議
会
の
「
い

つ
ぷ
く
の
会
」
は
、
卜
｜
Ⅱ
十
八
Ⅱ
、
＋

几
、
の
Ⅲ
程
で
研
修
旅
行
を
企
画
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
蒜
奥
様
達
１
人
と
添
乗
に
同

協
議
会
の
佐
藤
砿
相
談
典
、
Ｊ
Ａ
か
ら
漉

部
審
汽
役
が
同
行
し
、
㈲
コ
ー
ン
ズ
・
エ

コ
フ
ァ
ー
ム
を
視
察
。
横
川
フ
ァ
ー
ム
マ

0面閉 私
た
ち
に
収
櫻
の
笈
演
を
見
せ
る
た
め
に

刈
り
取
り
時
期
を
延
ば
し
て
く
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
実
り
あ
る
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
▽
記
市
Ⅱ
農
政
・
組
織
研
究

委
員
・
櫻
昨
が
治
）

Ｉ 

Ⅲ 
■□ 

ｐ－ｐ 119‐ 

試作実菰中のデントコーンロールバック機

'1４ 

Ｑ） 
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掲示板
①① 
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女
性
部
地
区
別
リ
ー
ダ
ー
研
修
。

家
の
光
大
会

［
女
性
部
］
十
一
Ⅱ
十
二
、
十
川
Ⅱ
の
両

日
、
地
区
別
リ
ー
ダ
ー
研
修
及
び
北
海
道

家
の
光
大
会
が
十
勝
川
温
泉
に
て
行
わ
れ
、

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
川
人
を
含
む
道
来
地
区

の
女
性
部
典
ら
約
六
百
人
ほ
ど
が
一
同
に

ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
農
場
の
概
要
や
ミ
ル
キ

ン
グ
ロ
ポ
ッ
ト
、
カ
ー
フ
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
日

勤
哺
乳
）
、
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
（
ふ
ん

尿
利
活
用
）
の
説
明
を
受
け
た
参
加
者
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
質
問
も
多
数
し
ま
し
た
。

｜
泊
二
Ⅲ
の
期
間
で
し
た
が
、
参
加
哲
同

ｈ
の
交
流
と
意
兄
交
換
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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こ
の
セ
ミ
ナ
ー
＆
発
表
会
は
、
経
営
的

に
経
営
コ
ン
サ
ル
を
行
う
同
協
会
が
飼
料

自
給
率
、
共
川
産
次
の
低
ｒ
や
疾
病
の
多

発
の
結
果
、
生
乳
の
生
産
原
価
が
高
く
な
り

儲
か
っ
て
い
る
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
覗
例
も
多

畜
産
協
会
の
経
営
技
術

事
例
発
表
に
遠
藤
昭
男
氏

［
北
海
道
酪
農
畜
産
協
会
］
十
一
月
十
二

Ⅱ
、
根
釧
農
業
試
験
場
を
会
場
に
平
成
卜

五
年
度
畜
産
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に
経
営
技
術

蛎
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ
．
根
室
符
内
か

ら
育
人
余
り
の
農
業
関
係
肴
が
参
加
、
釧

路
、
網
走
、
十
勝
、
石
狩
な
ど
か
ら
も
多

数
聴
講
者
が
訪
れ
、
俣
落
の
遠
藤
昭
男
氏

が
轆
例
発
表
に
立
ち
経
街
概
要
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
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い
Ｉ
で
、
儲
け
る
た
め
に
ど
う
す
る
べ
き

か
Ｉ
を
地
域
環
境
の
保
全
と
良
質
組
飼
料

の
調
製
、
利
川
と
い
っ
た
地
域
特
性
を
生

か
し
た
展
剛
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
企
阿
さ
れ
た
も
の
で
、
経
営
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
遠
藤
氏
に
ｎ
羽
の
矢
が
当

た
っ
た
も
の
。

フ
リ
ー
パ
ー
ン
育
成
舎
と
放
牧
形
態
、

Ｆ
Ｓ
牛
舎
な
ど
コ
ス
ト
を
掛
け
な
い
よ
う

に
建
設
し
た
施
設
関
係
と
迷
藤
氏
の
経
営

皿
念
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
嚇
例
発
表

に
会
場
か
ら
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
一
雑
も
あ

り
、
参
加
捲
は
兵
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。

雪
印
資
料
館
な
ど
を
視
察

青
年
部
当
幌
支
部

二
目
年
部
当
幌
支
部
］
青
年
部
Ⅶ
幌
支
部

は
ニ
ト
セ
Ⅱ
、
札
幌
の
齊
印
資
料
館
、
川

本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
札
幌
工
場
を
視

察
見
学
し
ま
し
た
。
登
料
館
は
二
階
建
て

で
人
小
様
々
な
展
示
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
撮
影
禁
止
の
た
め
、
写
真
に

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
階
は
蠣
務
所
と
談
話
室
、
会
議
室
と

な
っ
て
お
り
、
二
階
は
収
集
家
が
鴬
ぴ
そ

う
な
普
使
川
さ
れ
て
い
た
獲
物
や
模
型
で

当
時
か
ら
の
パ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
づ
く
り

を
表
現
・
腿
示
さ
れ
て
お
り
、
機
械
の
進

歩
・
作
業
の
進
歩
が
年
代
別
に
伺
え
ま
し

た
。
三
階
は
盗
料
を
中
心
と
し
た
一
室
に

な
っ
て
お
り
、
社
名
が
「
雪
印
」
と
な
る

以
前
か
ら
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
囮



た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
札
幌
工
場
は
メ
グ
ミ
ル
ク
や
ロ
ン
グ

ラ
イ
フ
ミ
ル
ク
な
ど
の
製
造
課
程
を
兇
準

し
ま
し
た
。
視
察
に
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
雪
印
乳
業
㈱
中
標
津
エ
場
の
三
木
様
志

道
束
酪
農
躯
務
所
長
に
感
謝
申
し
ｋ
げ
ま

す
。
撮
影
不
可
の
た
め
誌
面
で
内
部
を
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
札

幌
に
行
っ
た
際
に
は
事
前
に
予
約
を
入
れ

て
視
察
に
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

異
業
種
と
の
交
流
を
！
」
と
Ｊ
Ａ
青
年

部
と
日
本
青
年
会
議
所
（
長
芥
川
淳
理
躯

長
）
Ｉ
Ｊ
Ｃ
と
の
交
流
会
が
十
一
月
卜
四

日
に
行
わ
れ
、
収
〃
あ
わ
せ
て
四
十
人
が

参
加
し
親
交
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

住qＪ
Ａ
青
年
部
が

Ｊ
ｃ
と
の
交
流
会

篝蔑

］
と
－
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開
催
日
時
十
一
月
一
日

〈
決
議
事
項
〉

議
案
第
一
号
平
成
卜
五
年
度
九
月
末
予

算
統
制
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
職
員
組
合
か
ら
の
要
求
（
平

成
十
五
年
度
賃
上
げ
）
に
つ
い
て

議
案
第
三
号
各
種
交
金
の
借
入
申
し
込

に
つ
い
て

議
案
第
四
号
平
成
十
六
年
度
営
農
計
両

書
作
成
要
領
に
つ
い
て

議
案
第
五
号
平
成
十
五
年
度
経
営
構
造

対
策
事
業
糞
尿
利
活
用
機
械
導
入
に
伴

う
業
務
婆
領
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
導
入
に
伴

う
問
走
査
産
の
取
得
及
び
農
業
農
村
チ

ャ
レ
ン
ジ
二
十
一
世
紀
推
進
事
業
に
つ

い
て

議
案
第
七
号
生
乳
毎
、
集
荷
者
の
対
応

に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
十
五
年
度
九
月
末
信
川
・
共
済

事
業
概
況
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
五
年
度
生
活
店
舗
事
業
概
況

に
つ
い
て

三
、
平
成
十
五
年
度
九
月
米
購
買
事
業
概

況
に
つ
い
て

四
、
平
成
十
五
年
度
九
月
末
人
工
授
精
状

況
に
つ
い
て

五
、
平
成
十
五
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
稼
働

状
況
に
つ
い
て

六
、
販
売
事
業
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

七
、
乳
製
品
工
場
事
業
の
進
捗
状
況
に
っ

第
八
回
理
事
会
の
経
過

ＩＦロ、

い
て

八
、
生
乳
生
産
に
つ
い
て

九
、
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
に
つ
い
て

十
、
平
成
十
五
年
度
躯
業
上
半
期
「
Ｊ
Ａ

の
察
鮭
昌
状
況
に
幽
子
る
事
項
の
報
告
（
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
）
」
に
つ
い
て

十
一
、
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

十
二
、
農
業
川
施
設
補
修
工
事
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

上
一
一
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ

ル
シ
ョ
ウ
に
つ
い
て

十
四
、
平
成
十
五
年
度
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ

ッ
ジ
開
校
式
に
つ
い
て

十
五
、
冒
答
Ｃ
目
一
一
ご
ｚ
［
三
【
奨
励
措
置

実
施
経
過
と
財
源
に
つ
い
て

十
六
、
畜
環
リ
ー
ス
事
業
追
加
配
分
に
つ

い
て

十
七
、
平
成
十
五
年
度
幾
Ｍ
伽
有
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
除
草
剤
散
布
精
算
内
訳
に
つ
い
て

卜
八
、
畜
産
環
境
衛
生
改
善
調
査
結
果
に

つ
い
て

十
九
、
ｋ
地
利
用
型
酪
農
推
進
聯
業
に
つ

い
て

二
十
、
十
六
年
産
畑
作
物
（
で
ん
粉
潟
鈴

し
ょ
・
て
ん
菜
）
の
価
格
に
つ
い
て

二
十
一
、
十
六
年
度
大
根
出
荷
報
告
及
び

で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
第
二
次
出
荷
契
約
に

つ
い
て

二
十
二
、
台
風
・
地
震
被
害
に
つ
い
て

二
十
三
、
農
協
広
域
石
油
宅
配
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｃ
）
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

二
十
四
、
給
汕
所
愈
油
配
送
車
の
処
分
に

つ
い
て

〆弐

開
催
ｎ
時
十
一
月
二
十
九
日

〈
決
議
事
項
〉

議
案
第
一
号
平
成
十
五
年
度
九
月
未
定

例
自
治
監
査
の
回
答
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
建
設
工
事
規
程
の
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
三
号
各
種
資
金
の
借
入
申
込
に

つ
い
て

議
案
第
四
号
平
成
卜
五
年
度
道
営
草
地

整
備
事
業
実
施
に
伴
う
資
金
借
入
に
つ

い
て

議
案
第
兀
号
商
性
能
錐
一
脈
散
布
機
械
導

入
に
伴
う
格
納
庫
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
六
号
糞
雌
利
活
用
機
械
導
入
に

伴
う
業
務
要
領
に
つ
い
て

議
案
第
七
号
重
点
・
指
導
・
地
区
頑
点

指
導
組
合
員
に
対
す
る
家
計
灘
供
給
に

つ
い
て

議
案
第
八
号
平
成
十
四
年
産
共
計
で
ん

粉
の
糀
算
に
つ
い
て

議
案
第
九
号
堆
肥
運
搬
巾
（
同
定
資
産
）

の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
十
号
平
成
卜
六
年
度
生
産
振
興

総
合
対
策
事
業
の
取
り
組
み

議
案
第
十
一
号
畜
産
販
売
課
市
緬
リ
ー

ス
契
約
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
十
五
年
度
各
種
補
助
事
業
実
績

に
つ
い
て

二
、
平
成
十
五
年
度
中
山
間
草
地
整
備
実

絞
に
つ
い
て

三
、
平
成
十
五
年
産
で
ん
原
腸
鈴
し
よ
Ⅲ

第
九
回
理
事
蓑
の
経
過

１６ 



今
月
号
は
、
「
誌
上
蝿
〈
業
種
交
流
」
、
「
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
の
有
効
活
用
に
向
け
て
」
、
「
私

に
任
せ
て
！
」
を
お
休
み
致
し
ま
す
。
な

お
、
一
Ⅱ
号
は
一
月
－
，
項
お
手
元
に
届

く
予
定
で
す
。

11月のiiF1含日誌

お
し
ら
せ第８回理事会

ＣＤＰ研究会２番草精算会議

定例自治監査－７日

融資協議

企画会議

女性部記念式典準備

乳牛改良同志会役員会

ＢＳＥ事業現地調査

税務研修会

女性部記念式典準備

女性部50周年記念式典

ＪＡ中標津機械利用組合

青年部農政組織研究委員会

ＮＳＨ利用組合２審草精算会議

協和地区利用組合２番草精算会議

ルーキーズカレッジ

生産総合打合せ

トレーサビリティ説明会

生産総合会議

青年部農政組織研究発表大会

町村合併説明会

乳牛改良同志会勉強会

ルーキーズカレッジ

青年部役員会

乳牛改良同志会選考委員会

融資協議

ルーキーズカレッジ

町予算説明会

乳質改善カレンダー作成

第５回生産委員会

生食・カロエ委員会

種子委員会

第６回営農委員会

馬鈴しよ；辰興会役員会

第９回理事会
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１０日

一
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蕊
１１日

１２日

⑪
 

●
 

編
集
雑
記

●
 

●
 

①
と
う
と
う
、
平
成
ル
ー
五
年
も
最
後
の
、
川

●
 

。
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
，
。
あ
わ

ｍ
た
だ
し
い
毎
ｎ
を
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い

●
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

”
さ
て
、
今
月
の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
紙
で

●
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
師
走
と
い
う
時

函
期
は
、
今
年
の
実
績
と
来
年
の
計
画
を
行

●
う
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
自

函
分
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
七
川
の

●
異
動
の
後
、
さ
ら
に
加
速
が
つ
い
た
勢
い

函
で
半
年
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
な
あ
と
い

●
う
心
境
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
一
年
を

函
振
り
返
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
思
い
に
な

荷
実
績
に
つ
い
て

四
、
平
成
十
川
年
産
生
食
・
加
工
馬
鈴
し

ょ
の
精
算
と
平
成
十
弧
年
産
の
仮
払
い

に
つ
い
て

五
、
平
成
十
四
年
産
種
子
馬
鈴
し
ょ
の
精

～ 

１３日

１７日

181目

１９B 

20B 

21B 

25日

饅
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

▼
さ
て
、
こ
の
多
忙
な
十
一
月
の
木
か

ら
ト
ー
川
の
五
Ⅲ
に
か
け
て
、
三
つ
の
出

張
に
出
か
け
ま
し
て
同
僚
に
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
。
行
年
部
当
幌
支
部
の
視
察
研
修

と
酪
農
へ
ル
パ
ー
モ
ニ
タ
ー
研
修
の
同
行
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
全
道
人
会
へ
の
参
加
同
行
と

い
う
も
の
で
、
ご
一
緒
し
た
皆
様
に
は
大

変
お
世
謡
に
な
り
ま
し
た
。

▽
写
真
は
、
青
年
部
当
幌
支
部
に
同
行

し
た
時
、
先
ｎ
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
長
正
路

さ
ん
と
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
展
望
室
Ⅱ
Ｔ
３
８
に
の

ぼ
っ
た
時
の
写
真
で
す
。
タ
ワ
ー
は
面
上

十
三
脚
で
札
幌
テ
レ
ビ
塔
よ
り
も
高
く
、

三
百
六
十
度
ガ
ラ
ス
張
り
の
た
め
火
気
の

算
と
平
成
十
五
年
産
の
仮
払
い
に
つ
い
て

六
、
十
五
年
度
原
種
農
場
収
支
見
込
み
及

び
平
成
十
六
年
度
収
支
計
画
に
つ
い
て

七
、
平
成
十
五
年
産
人
根
の
精
算
に
つ
い
て

八
、
平
成
十
丘
年
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
精

２６日

２７日

弓

２８日

291己

良
い
Ⅲ
は
ま
さ
に
絶
紫
。
夜
間
の
眺
望
も
と

て
も
き
れ
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

の
ぼ
っ
て
い
く
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
内

で
の
演
出
〈
だ
ん
だ
ん
照
明
が
附
く
な
っ

て
い
く
）
も
な
か
な
か
で
し
た
が
、
男
於

ト
イ
レ
の
鑑
快
さ
に
、
ま
た
驚
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
男
女
共
別
で
車
イ
ス
の
〃
で

も
余
裕
が
あ
る
ト
イ
レ
も
大
き
な
窓
で
兄

晴
ら
し
が
良
か
っ
た
で
す
が
、
女
性
用
は

外
向
き
で
は
な
く
内
向
き
に
あ
る
た
め
、

眺
め
な
が
ら
川
を
足
す
聯
が
出
来
な
く
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

観
覧
料
九
百
円
が
商
い
か
？
安
い
か

？
お
そ
ら
く
、
札
幌
在
住
の
人
は
あ
ま

り
訪
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
？
と
も

思
い
ま
し
た
が
、
「
そ
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
な

ど
と
銘
打
っ
た
催
し
も
勢
力
的
に
行
っ
て

い
る
よ
う
で
、
取
組
み
次
第
で
集
客
増
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

卿
に
つ
い
て

九
、
平
成
十
五
年
産
て
ん
菜
出
荷
実
績
に

つ
い
て

十
、
平
成
Ｉ
五
年
産
そ
の
他
野
菜
精
算
実

績
に
つ
い
て

;Tｆ 

1７ 



団
飼
同
ｎ
Ｃ
ア
餓
母
叫
蛍
或
謝
餅

懐
し
髻
古
菫
一
枚
の
孚
真

前
営
行
夏
ｕ
（ 田

咄
ljl 

（ 

￣ 
トコ

５３ 
－割

i鼈劉
･ 
＝ 

望
ＣＯ 

ｒ
ｏ
榊
軸
、
丹
誠
樗
野
癩
緋
砿
回
嵩
叩
ｏ
勤
給
、
徽
嘩
除
回
鶏
浅
難
同
醤
謝

。
Ⅵ
噸
へ
ｙ
呂
蟄
、
鉦
升
叩
Ⅶ
崩
尖
！

Ⅱ 

■ 
■ 

昭和40年頃一

佐伯牧場のキング式牛舎を建設中の１枚です。

昔は、大エさんが１人来て、後は地域の人たちが手伝

いで施設を建設することが多かったですね。

道外の人の話を聞くと、北海道の牧歌的な畜舎イメー

ジは赤い屋根のキング式牛舎だそうです。

写真提供藤井弘美氏

、
塘
止
膳
忘

1８ 


